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お知らせ９月

第
54
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

■
展
示
期
間

　

11
月
10
日
㈯
～
14
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
（
柳
井

市
柳
井
３
７
１
８
）

■
部
門
・
応
募
点
数　

・
第
一
部
「
美
術
」（
絵
画
・
彫
塑
・

工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
）
各
項
１
人
１

点
（
陶
芸
・
木
工
・
竹
工
・
金
工

は
２
点
ま
で
）

・
第
二
部
「
書
」
１
人
１
点

・
第
三
部
「
写
真
」
１
人
２
点
ま
で

■
応
募
資
格　

　

柳
井
市
お
よ
び
周
辺
に
居
住
ま

た
は
柳
井
市
内
に
勤
務
・
通
学
す

る
人
、
も
し
く
は
関
係
団
体
に
所

属
す
る
人
（
中
学
生
以
下
除
く
）

■
出
品
料

　

各
部
・
各
項
ご
と
に
１
人

１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
）

■
受
付
・
搬
入
日
時

　

11
月
５
日
㈪

　

正
午
～
午
後
６
時

■
開
会
式
お
よ
び
表
彰
式

　

11
月
10
日
㈯
９
時
～

※
表
彰
式
後
、
各
部
門
別
に
審
査
員

に
よ
る
作
品
の
解
説
が
あ
り
ま
す　

■
そ
の
他

　

開
催
要
項
お
よ
び
出
品
目
録

は
、
柳
井
市
役
所
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

第
54
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会
運

営
委
員
会
（
柳
井
市
役
所
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

　

内
線
３
３
１

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー

「
錦
帯
橋
も
み
じ
舟
遊
覧
と

マ
ロ
ン
の
里
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー
」

　

岩
国
市
で
は
、
紅
葉
を
見
な
が

ら
の
錦
帯
橋
周
辺
の
散
策
と
も
み

じ
舟
で
の
遊
覧
、
岩
国
寿
司
の
昼

食
、
大
竹
市
で
は
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
体
験
な
ど
、
広
島
広
域
都
市

圏
の
魅
力
が
体
験
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

■
集
合
・
解
散
の
場
所

　

広
島
駅
新
幹
線
口
（
広
島
市
南

区
松
原
町
１
‐
２
）

■
内
容

　

錦
帯
橋
周
辺
の
散
策
、
も
み
じ

舟
で
の
遊
覧
、
岩
国
国
際
観
光
ホ

テ
ル
で
の
昼
食
（
岩
国
寿
司
）、
マ

ロ
ン
の
里
交
流
館
で
の
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
体
験
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

※
紅
葉
は
年
に
よ
り
時
期
が
ず
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
旅
行
代
金

　

１
人　

６
０
０
０
円
（
交
通
費
、

昼
食
代
込
み
）

■
募
集
人
数

　

30
人
（
最
少
催
行
人
数
15
人
）

■
申
し
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
（
１
枚
に
５
人
ま

で
）
に
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
「
ふ

る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
参
加

希
望
」
と
記
入
し
、
10
月
15
日
㈪

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
広
域
都
市
圏
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６（
住
所
不
要
）

広
域
都
市
圏
推
進
課
内
広
島
広
域

都
市
圏
協
議
会

☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

※
参
加
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
旅
行
業
者
と
参
加
者
と
の
手

続
き
な
ど
必
要
な
範
囲
内
で
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
旅
行
実
施

　

フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム

ズ
緑
井
店
（
安
佐
南
区
緑
井
１
丁

目
５
‐
２　

フ
ジ
グ
ラ
ン
緑
井
内
）

周
防
大
島
で
の
旅

や
宿
泊
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

近
年
日
本
全
体
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お

客
さ
ま
が
増
え
る
一

方
、
周
防
大
島
へ
の

観
光
交
流
人
口
は

１
０
０
万
人
を
突
破
。
さ
ら
に
今

年
６
月
に
は
民
泊
新
法
が
施
行
さ

れ
る
な
ど
、
旅
や
宿
泊
を
取
り
巻

く
情
勢
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
多
様
な
旅
と

宿
泊
の
ス
タ
イ
ル
を
地
域
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
な
ど

で
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
地
域
経
済

を
支
え
る
重
要
な
柱
に
な
る
な
ど

好
事
例
も
多
数
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
海
外
な
ど
で

の
先
進
的
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
宿

泊
）
の
事
情
に
詳
し
い
金
丸
弘
美

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
こ
れ
か
ら

の
周
防
大
島
で
の
旅
や
宿
泊
の
未

来
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
る
機

会
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
宿
泊
業
を
さ
れ
て
い
る

方
も
、
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
と
い
う
方
も
、
さ
ら
に
は

「
異
分
野
だ
け
ど
ち
ょ
っ
と
興
味

が
あ
る
な
」
と
思
っ
て
い
る
方
で

も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
会
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
地
域

を
元
気
に
」

■
日
時

　

10
月
１
日
㈪

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

■
会
場　

久
賀
ふ
る
さ
と
館
２
Ｆ

（
周
防
大
島
観
光
協
会
２
Ｆ
）

■
講
師　

金
丸
弘
美 

先
生

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
当
日

会
場
に
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
）

■
定
員　

40
人

■
主
催

　

周
防
大
島
観
光
協
会

金
丸
弘
美 

先
生

　

国
内
外
１
０
０
０
カ
所
を
訪

ね
た
各
地
の
具
体
的
事
例
を
基

に
、
食
か
ら
の
観
光
、
宿
泊
か

ら
の
産
業
づ
く
り
、
農
業
の
活

性
化
、
食
育
な
ど
、
地
域
づ
く

り
の
新
し
い
形
を
提
唱
。
食
材

の
テ
キ
ス
ト
化
か
ら
食
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

（
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
内
閣
官
房
地
域
活
性

化
応
援
隊
地
域
活
性
化
伝
道
師

な
ど
、
役
職
多
数
。）

■
問
い
合
わ
せ　

　

周
防
大
島
観
光
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４


